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第22回　岩手病院公開セミナーについて
　新型コロナ感染拡大防止のため、２年間休止してい
た「岩手病院公開セミナー」を、Web開催という形
に変更し、令和４年２月から再開することが出来まし
た。令和４年度は「筋萎縮性側索硬化症（ALS）」に
テーマを統一し、７部門（医師、看護師、薬剤師、臨
床工学技士、PT・OT・ST、栄養士、MSW）からの
講演を予定しています。
　令和４年６月は脳神経内科　今野 昌俊 医師より
「ALSの病態について」、薬剤科　平川 桂輔 主任薬
剤師より「ALSの治療薬について」と題し動画を公開
させて頂きました。
　今野医師からは、ALSの所見・診断基準・代表
的な症状・治療・意思表示書についての講演でした。
意思決定支援について多職種でどのように支援して
いるか？と事前に質問を頂き、公開セミナー当日に
回答させていただきました。当院では、必要に応じ
て臨床工学技士から患者さん・ご家族に直接、人工
呼吸器に触れて頂きながら、不安な点を確認したり、
取り扱い方法を説明しています。また、ご希望があ
れば在宅で療養されている方や入院中の患者さんの
了承のもと、ピアカウンセリングも実施しています。
「進行したら、どうなっていくのか？」「自宅で介
護が出来るのか？」「家族で吸引や胃瘻、人工呼吸
器の取り扱いはできるか？」など患者さん・ご家族
は、たくさんの不安を抱えています。院内の各専門
職、地域のケアマネジャーさん等と情報交換・情報

共有をしながら今後も患者さん・ご家族の支援をし
ていきたいと思っています。
　２つ目は、平川主任薬剤師よりALSの治療薬につい
ての講演でした。ALS薬剤治療としては「リルゾール
の内服」「ラジカット点滴」の２つしかないのが現状
です。参加者の方から「点滴の治療方法があることを
知らなかった。」と感想を頂き、今回治療薬について
ご紹介することが出来て良かったと思っています。
　Web開催となったことで、盛岡市や住田町など対
面方式では参加が難しい方々を含め約30名にご参加い
ただけました。今後も継続して実施していきますので
よろしくお願いします。また、公開セミナーの問い合
わせについては、地域医療連携室へご連絡ください。

医療社会事業専門員　鳥畑 桃子

令和４年度　岩手病院公開セミナー　予定
テーマ：「筋萎縮性側索硬化症（ALS）」

YouTube公開日 開催日 担　当 内　容

第22回 6月7日～ 6月21日 医　　師 病態について
薬 剤 師 治療薬について

第23回 8月9日～ 8月30日 難病病棟看護師 ケアについて
臨 床 工 学 技 士 人工呼吸器について

第24回 10月4日～ 10月18日 P　　T ロボットスーツHAL
O　　T コミュニケーションツール

第25回 12月6日～ 12月20日 S　　T 嚥下・飲み込み
栄 養 士 食事（形態・栄養剤・補助食品）

第26回 2月7日～ 2月21日 一般病棟看護師 在宅療養・指導
M S W 在宅療養・福祉制度
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外来診療担当医表 （令和４年８月１日現在）

診　療　科 月 火 水 木 金

脳神経内科

午前
（再来） 竪　山

工　藤
※物忘れ外来、
　頭痛など

千　田 今　野

午前
（新患） 今　野 阿　部 竪　山 千　田

ほか
東北大学から

午後
※ＨＡＬ外来

今　野
（第 1、3、5 週）

※リウマチ科
千　葉（実）

（最終金曜）

呼吸器内科 芦　野 櫻　井 芦 野・森
（禁煙外来）

櫻　井 芦　野

内　科 佐　藤（良）

外　科 平　野
予約者のみ

平　野
予約者のみ 平　野

小児科 ※重症心身障害
大　沼

リハビリテーション科
佐　藤（智）

※ボトックス外来、
　ＡＧＡ外来など

齋　藤
宮

歯　科 佐　藤（敦） 佐　藤（敦） 佐　藤（敦） 佐　藤（敦）

その他
※予約に関するお問い合わせは14:00〜15:00にお寄せ下さい。
※専門外来は、すべて予約制です。
※予防接種は、火・木 9:00 〜 11:00 に完全予約で行います。

※心療内科
伊　藤

※消化器内科（第３週）
仙台医療センターから

※アレルギー科（第２週）
千　葉（友）

※皮膚科
東北大学から

※循環器内科
渋　谷

（第 1、3 週）

社会福祉援助技術実習を終えて
　私は、今回国立病院機構岩手病院で社会福祉援助
技術実習をさせていただきました。
　将来は医療ソーシャルワーカーとして、病気や怪
我に伴う患者さんや家族の様々な不安を解決するた
めの支援を行い、多くの人を支えたいと思い目指し
ました。
　今回の実習では、神経難病などの患者さんの診察、
退院支援、訪問診療、地域医療連携会議等の場面に
同行させていただき、貴重な体験となりました。そ
の中で、医療ソーシャルワーカーは患者さん、家族
の意見を聞きつつ、病院内外での各専門職の人たち
と情報共有を行い、退院に向けて支援を行う重要な
役割であるということを学びました。
　実習を終えて、患者さんの病気だけでなく生活に
も目を向け支援することができる医療ソーシャル
ワーカーになりたいという気持ちが強くなりました。

この貴重な経験を今後に生かしていきたいと思いま
す。１か月間本当にありがとうございました。

東北福祉大学　小山 詩織


